
ヒ
ッ
プ
ノ
シ
ョ
ウ
ズ
カ
イ
疋
夫
抄
図
解
七
加
。

有
仰
武
l

以
説
。
外
凶
に
は
附
に
制
限
と
あ
る
。
疋
夫

抄
は
有
川
伸
、
氷
点
の
作
で
あ
る
が
、
そ
の
巾
に
説
明
せ

ら
れ
て
ゐ
る
術
立
・
城
町
そ
の
他
の

mm引
を
制
叫
附
し

た
も
の
で
、
資
永
四
年
冬
か
ら
五
年
廷
に
主
る
聞
に

鎖
し
た
と
あ
る
。

ヒ
ヅ
メ
廿
九
日

限
応
部
一
背
庄
に
凶
ず
る
部

前
。
品
川
九
日
村
を
或
は
附
昨
日
村
と
も
世
い
た
。

ヒ
ヅ
メ
ガ
ハ

晦
日
川

J
ミ
ソ
ギ
ガ

ハ

御

紘

H
H
O
 ヒ

ヅ
メ
ガ
ハ
日
詰
川

』
イ
ヒ
ノ
ヤ
マ
ガ
ハ

飯
山
川
。

ヒ
.7
メ
ガ
ハ

目

詰
川

』
ナ
カ
ヰ
ガ
ハ

中
間

川
叶

Oヒ
ヅ
メ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ
日
詰
彦
紳
社
湖
町
山

貝
仰
に
叡
隠
す
る。

廿
九
日
彦
副
耐
と
も
お
き
、
宇

地
加
伊
多
古
命
を
町
円
以
耐
と
す
る
。
式
内
部
u

笛
枇
記
に
、

『
日
則前
彦
榊
枇
。
山
来
郷
民
山
村
銀
w
問
。
硲
制
也
。
』

と
あ
る
。

ヒ
ヅ
メ
ワ
キ
日
詰
脇

h

村メ

臥
京
泌
柳
川
の

内
の
小
字
。

ヒ
デ
ガ
シ
マ
日
出
グ
島

出
向
郎
能
昌
明
日
庇
に

関
す
る
部
跡
的
。
抽
出
資
誌
に
、
机
ぬ
に
射
し
て
筑
，
U
M
な

る
を
ヒ
フ
の
読
で

日
出
y
U
に
な
っ
た
と
記
す
る
。

こ
れ
は
机
ね
を
能
校
日
附
近
に
あ
る
と
見
て
の
枕
と

思
は
れ
る
が
、
日
出
，
ぬ
は
島
候
で
は
な
い
。

ヒ
デ
ツ
ル
秀
翻

能

突
郡
山
附
茶
口
出
な
る
比
例
右
術

門
抱
へ
の
遊
女
。
文
久
二
年
六
且
初
日
媒
容
小
総
諮

匠
屍
伊
兵
衛
の
お
に
、
木
欽
を
以
て
刺
殺
さ
れ
、
伊

兵
衛
も
亦
咽
を
突
い
て
死
ん
だ
。
努
簡
の
本
名
は
さ

械
で
あ
る
。

日
出
森
紳
社

回
戸
今
の
瑞
磁
)
に
銀
座
す
る
。
能
資
名
跡
芯
に
、

ヒ
デ
モ
リ
ジ
ン
ジ
ヤ

図
表
郷
八
，

ヒ
ツ
|
ヒ
ト

『八，

m村
に
今
日
出
森
と
い
ひ
て
、
回
の
中
に
小
山

の
宮
森
あ
り
。
日
の
出
づ
る
地
よ
り
浮
び
出
で
し
宮

と
い
へ
り
。
則
此
宮
也
。
』
と
記
L
、
ま
た
文
政
枇
脱

帳
に
付

『
H
m森
大
問
称
。
八
之
刷
村
銀
座
琵
跡
。

山
凶
村
神
主
田
川
内
氏
持
宮
な
り
。

』
と
も
載
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。

ヒ
デ
ン
チ
非
田
地

滞
政
の
問
、
非
岡
地
の
も

の
と
い
ふ
の
は
民
放
に
従

mせ
ざ
る
も
の
h

窓
昧

で
、
限
内
・
麟
多

-mk・非
人
容
の
総
艇
で
あ
る
。

ヒ
ト
イ
チ
人
市

加
越
能
銘
記
に
、
金
持
の
う

ち
今
市
の
人
前
を
思
げ
て
、
そ
の
従
に
『
似
品
川
季
女

腕
祭
。
程
一
説
陪

ta締
、
備
前
掲
お
容
州
選
o
f出
荷
虫
、

亦
阿
武
宇
京
、
民
ヨ
リ
巾
迄
件
致
、
収
耐
倣
段
。
』
と

記
し
、
こ
れ
に
傍
訓
を
施
し
て

『
う
る
ほ
へ
る
わ
か

き
を
ん
な
わ
か
く
か
ほ
よ
し
。
い
ろ
ど
る
こ
ろ
も
く

ろ
か
み
き
ざ
の
さ
し
ぐ
し
、
ひ
た
ひ
ぴ
ろ
に
し
て
め

も
と
ま
ゆ
も
と
か
た
ち
づ
〈
O
き
ら
ら
か
に
し
て
す

ぐ
れ
た

0
0
か
た
を
な
ら
べ
て
た
も
、
ま
た
ま
ち
に

た
ち
の
き
に
た
ち
、
た
つ
よ
り
き
る
ま
で
ひ
さ
し
く

た
ち
、
か
ま
び
す
し
〈
し
て
わ
か
れ
は
な
る
。
』
と
あ

る
の
は
、
人
前
に
女
の
立
つ
有
続
を
言
う
た
も
の
で

あ
る
。
又
令
一

mt口
以
芯
に
も
、『
磁
併
に
云
ふ
。
昔
は

男
女
務
公
人
に
取
持
人
と
い
ふ
者
も
な
〈
、
金
持
市

中
の
者
及
び
初
方
の
者
共
、
金
保
持
士
・
町
方
等
へ

港
公
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
イ
附
町
の
H

甘
き
付
き
な

る
山
品
川
氏
の
土
磁
脱
或
は
射
腰
に
集
り
民
九
・
0
。
侠

仙
貯
を
求
む
る
人
々
此
の
腕
へ
来
。
、
み
づ
か
ら
尖
人

惚
を
見
て
、
給
食
先
行
前
を
取
究
め
、
夫
れ
件
¥
辿

れ
ゆ
き
け
る

m、
そ
の
か
み
よ
り
の
抗
例
な
'
り
と
い

ひ
鮮
へ
た
り
と
。
按
ず
る
に
、
金
制
仲
間
台
所
留
記
に

似
せ
た
る
見
文
丸
年
二
且
十
六
日
の
定
包
に
、
女
都

公
人
町
中
に
立
あ
つ
ま
り
陪
巾
俗
御
停
止
に
候
係
、

向
後
奉
公
人
之
観
兄
描
辿
宿
主
方
よ
0
念
度
可
申

設。

と
見
え
此
の
後
延
貸
七
年
三
且
四
日
の
定
醤
に

も
、女
器
公
人
云
々
辻
・人
市
な
ど
に
立
申
俗
一
切
仕

開
放
。
と
あ
り
。
』
と
記
し
て
居
る
。
之
に
よ
っ
て
人

市
若
し
く
は
女
市
の
性
質
は
判
る
が
、
'
伎
の
法
令
に

見
て
も
、
人
市
は
専
ら
女
市
の
み
で
、
金
縛
古
制
剛
志

に
削
附
す
る
如
く
男
市
は
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。
男

奉
公
人
は
別
項
能
賞
認
の
僚
に
担
す
如
〈
、
辻
立
を

せ
ず
に
自
ら
家
止
を
巡
っ
て
交
渉
し
た
の
で
あ
ら

う
。
術
的
削
に
促
し
た
今
市
と
い
ふ
の
は
金
棟
近
江
川

の
怒
と
い
ふ
か
ら
、
十
間
町
の
往
き
付
き
富
田
氏
郎

迭
と
い
ふ
も
の
と
筏
め
て
近
〈
、
或
は
同
一
の
聞
を

指
す
の
か
も
知
れ
ぬ
。
元
職
の
迎
の
名
残
に
、『
金
慨

に
て
、
笠
の
鴎
の
か
げ
ら
ふ
加
賀
の
女
市
一
止
努
』

と
見
え
る
の
は
、
こ
の
人
市
の
こ
と
か
と
岡
山
は
れ
る

が
、
開H
永
元
年
磁

一
的
一
帯
の
越
路
紀
行
金
保
の
こ
と

を
い
う
た
僚
に
、『
男
の
京
つ
市
と
女
の
立
つ
市
と
こ

腕
に
分
九
一
て
、
物
を
交
へ
て
い
と
阪
へ
り
。
』
と
あ
る

は別
u
沼
の
市
揚
で
あ
る
。

ヒ
ト
イ
チ
マ
チ
人
市
町

石
川
謝
野
々
市
の
間

端
で
道
絡
が
分
岐
し
て
居
る
。
西
行
す
れ
ば
松
任
に

向
か
ふ
が
、
そ
の
東
行
し
た
防
を
人
前
町
と
い
う
て

ゐ
る
。
泊
地
記
に
人
市
町
は
入
商
人
の
耐
を
な
す
加

で
あ
ら
う
と
の
設
も
あ
り
、

一
日
一一而
の
説
で
あ
ら
う

と
の
設
も
あ
る
と
す
る
が
、
野
h
k

市
の
隆
胞
で
あ
っ

た
頃
、
奴
卿
と
な
る
べ
き
も
の
が
、
道
山
聞
に
虫
っ
て

雇
主
を
求
め
た
場
所
か
と
関
心
は
れ
る
。

ヒ
ト
カ

9
シ
ノ
イ
ハ
ヤ
人
隠
窟

珠
洲
郡
寺
家

小
字
磁
路
の
う
ち
大
泊
の
磁
鐙
に
在
る
。
能
資
名
跡

志
に
、『
人
隠
し
と

-Emは
、
外
よ
り
は
一
而
の
山
の

や
う
に
見
ゆ
れ
ど
も
、
四
日
れ
ば
切
戸
有
て
下
る
滋
あ

り。

ロ
三
十
郭
四
方
も
あ
る
洞
也
。
是
に
も
色
々
間

取
あ
っ
て
、
い
ろ
り
倒
な
ど
L
て
あ
り
。
』
と
あ
る
。

ヒ
ト
カ
ゲ
ノ
シ
ミ
ヅ
人
第
四
清
水

沼
咋
郡
笹

y
y
カ
イ

設
の
醗
怒
祉
境
内
に
在
る
。
手
叩
の
前
水
と
も
い
ふ
。

能
菅
名
跡
芯
に
、
『
値
桜
村
に
王
政
寺
と
て
提
言
宗

有
。
十
五
社
椛
引
の
枇
あ
り
。

向
う
に
人
影
の
山
川
水

と
て
あ
b
。
但
三
♂
附
に
つ
所
施
あ
り
。
加
州
石
川

郡
日
御
子
村
宮
森
の
内
に
人
影
の
抗
水
あ
り
。
越
中

射
水
榔
批
野
村
川
の
巾
に
も
有
。
人
符
せ
ず
防
か
な

る
時
は
水
諮
き
上
。
、
人
脅
す
れ
ば
止
む
。
』
と
記
ず

る。
ヒ
ト
コ
ト
ノ
カ
ン
ノ
ン
一

言
の
抽堅固

ヤ
マ
ジ
Y

ジ

ヤ

白

山
榊
世
門
郎
防
d

。

ヒ
ト
ツ
ハ
リ
一

針

能

美
仰
徳
帰
郷
に
M

叫
す
ろ

部
前
。
加
賀
志
微
に
、
創
は
裂
の
設
で
あ
る
と
脚
部

し
て
ゐ
る
。
こ
の
村
に
、
石
川
川
水
文
部
な
る
限
安
七

年
五
且
十
入
日
出
樫
呂
家
の
利
自
に
、『
長
野
一
創
耐

村
郡
、
脳
出
町
数
兆
沙
汰
、
可
令
迎
行
石
川
川
水
入
問
自

之
紙
準
也
-
E

。々
』
と
あ
っ
て
、
石
川
川
水
の
枇
制
が
あ

っ
た
。ヒ

ト
ツ
メ
ン
ジ
生
シ
ン
カ
イ

新
聞
。一γ

屋

1
・'
シ一フ

一
克
下
新
聞

ヒ
ト
ツ
ヤ

部
族
。

能
楽
榔
山
上
郷
に
応
ず
る

ヒ
ト
ツ
ヤ
一

ッ
屋

石

川

郡

削
光
寺
の
校
村
で

あ
る
。
泊
陥
記
に
、
こ
の
地
中
頃
ま
で
人
家
な
〈
、

川
蜘
悼
の
深
林
で
あ
っ
た
。
そ
の
川
の
中
に
前
水
が
あ

っ
て
、
人
の
円
程
に
臨
む
も
協
を
見
ぬ
か
ら
拶
無
の
治

水
と
い
う
た
が
、
今
は
円
山
の
如
く
で
あ
る
と
記
し
て

ゐ
る
。

ヒ
ト
ツ
ヤ
ナ
ギ
ケ
ン
モ
ツ
ド
ノ
シ
マ
ツ
キ
一
一
柳

監
物
殿
始
末
記
一
加
。

m設
政
巳
封
。
伊
抽
出
回
線

城
主
一
師
監
物
直
興
が
、
寛
文
五
年
七
且
相
砕
を
得
て

前
閃
綱
紀
段
督
の
下
に
紫
倒
せ
ら
れ
、
卒
去
の
後
元

蔽
十
五
年
九
且
そ
の
培
民
が
加
創
出附
士
に
召
抱
へ
ら

れ
た
ま
で
の
始
末
を
減
せ
た
，も
の
で
あ
る
。

七
O


